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高
知
市
は
、
四
国
南
部
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
市
の
北
方

に
は
急
峻
な
四
国
山
地
が
あ

り
、
そ
の
支
峰
で
あ
る
北
山
に

源
を
発
す
る
鏡
川
の
下
流
域
を

中
心
に
都
市
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
10
年
４
月
に
は
四

国
で
最
初
の
中
核
市
に
移
行
す

る
と
と
も
に
、
平
成
17
年
１
月

に
鏡
村
・
土
佐
山
村
、
平
成
20

年
１
月
に
は
春
野
町
と
合
併

し
、
中
山
間
地
域
、
田
園
地
域
、

都
市
部
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

人
口
約
34
万
人
の
中
核
市
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
全
国
的
な
人
口

減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
少
子

高
齢
化
に
よ
り
、
人
々
の
日
常

生
活
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
社

会
保
障
の
在
り
方
や
地
域
経
済

の
活
性
化
と
雇
用
の
促
進
、
さ

ら
に
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
な

ど
、
将
来
に
わ
た
る
課
題
へ
の

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

市長あいさつ

　
澄
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日
制
定
　
高
知
市
民
憲
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こ
の
よ
う
な
中
、
高
知
市
で

は
平
成
23
年
度
か
ら
の
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
な
る

「
２
０
１
１
高
知
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、
自
由
と
創
造
の
精

神
に
満
ち
た
新
し
い
共
生
都
市

を
築
く
こ
と
を
め
ざ
し
、「
森
・

里
・
海
と
人
の
環わ 

自
由
と
創
造

の
共
生
都
市 

高
知
」
を
将
来
の

都
市
像
と
し
て
定
め
、
に
ぎ
わ

い
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
未
来

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
は
、
こ
う
し
た
市

勢
の
概
要
を
中
心
に
、
観
光
情

報
な
ど
も
併
せ
て
ご
紹
介
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
高
知
市
を
ご

理
解
い
た
だ
く
上
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

高知市民憲章

市長あいさつ

高知市のプロフィール

姉妹都市・友好都市

高知市総合計画

こうちこどもファンド

百歳体操

高知市今昔物語

高知市ゆかりの人々

土佐の歴史を辿る

高知の人

高知の食

高知の祭

高知の催

高知散歩

高知市のあゆみ
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高
知
市
が
誕
生
し
た
の
は
、

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
４
月
１
日

で
、
当
時
の
市
の
面
積
は
２
・
81
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は

２
万
１
８
２
３
人
で
し
た
。そ
の
後
、

幾
度
も
の
合
併
を
経
て
、
現
在
で
は

県
民
人
口
の
４
割
以
上
の
人
々
が

暮
ら
す
地
方
中
核
都
市
と
し
て
、
南

四
国
の
発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

高
知
の
気
候
の
特
徴
と
し
て
は
、

年
間
を
通
じ
て
降
水
量
が
多
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
は
台
風
の
進
路
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、
年
に
よ
っ
て
は
年

間
降
水
量
が
３
０
０
０
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
を
超
す
こ
と
も
あ
り
、
世
界
的

に
も
有
数
の
降
水
量
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
年
間
2
０
０
０
時
間
を
超
え

る
日
照
時
間
は
、
都
道
府
県
庁
所

在
都
市
で
上
位
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　

平
均
気
温
は
、
都
道
府

県
庁
所
在
都
市
の
平
均

値
と
比
較
し
て
1.2
度

ほ
ど
高
く
、
総
じ

て
温
暖
で
す
。 

東経 133度31分53秒
33度33分32秒

336,052人

（平成28年1月1日現在）

308.99㎢
北緯
面積
人口

高知市

高 知 県
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高
知
市
の

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　白と黒で尾の長い小鳥で、
河原のある河川にすむ日本だ
けに繁殖する留鳥です。 市内
各河川で一番多く見かける鳥
として、1979（昭和 54）年 11
月に決定されました。

セグロセキレイ    
市の鳥

　高知県の特産種で、 高知市
周辺の蛇紋岩地帯のみに自生
しています。花は可憐で、土
佐の名がついた高知市を代表
する花として、1996（平成 8）
年12月に決定されました。

ト サ ミ ズ キ
市民の花

　南国の木で、 花や実など四
季折々に楽しめます。 富田碎
花の短歌に詠まれるなど、 高
知市を代表する木にふさわし
いとして、1996（平成8）年12
月に決定されました。

セ ン ダ ン
市民の木

　高知の「高」の漢字をデザイ
ン化したもので、1920（大正9）
年2月15日に制定されました。

市 　 章

K O C H I  C I T Y
P R O F I L E



スラバヤ市

高知市

フレスノ市
北見市

蕪湖市

木浦市

　

高
知
市
は
、
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
２
月
11
日

に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
レ
ス
ノ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

し
、
そ
の
後
中
華
人
民
共
和
国
蕪
湖
市
、
北
海
道
北

見
市
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
ス
ラ
バ
ヤ
市
と
そ
れ

ぞ
れ
姉
妹
・
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
11
月
９
日
に
は
大
韓

民
国
木
浦
市
と
友
好
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
と
は
教
育
、
文
化
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
を
図
り
、
相
互
の
発
展
と

理
解
、
親
善
を
深
め
て
い
ま
す
。

フレスノ市（アメリカ合衆国）
1965年2月11日姉妹都市提携

　カリフォルニア州の中央部にあり、 人
口約 49万人の美しい都市で、 レーズン・
アーモンドともに全米有数の生産量を誇
るなど農業の盛んな地域です。ヨセミテ、
キングス・ キャニオン、 セコイア国立公
園への観光拠点としても発展しています。

蕪
ぶ こ

湖市（中華人民共和国）
1985年4月19日友好都市提携

　上海から西へ車で約 4時間、 安徽省の
東南部、長江の中下流域に位置する蕪湖
市は、 人口約 385万人の歴史ある都市で
す。2015年の提携 30周年記念事業では、
蕪湖市神山公園に桜の苗木を100本寄贈、
植樹しました。

北見市（日本国北海道）
1986年4月28日姉妹都市提携

　北見市は人口約 13万人、面積 1,427.41
k㎡（全国第4位の広さ）の北海道東部・オ
ホーツク圏の中心都市です。特産品の「玉
ねぎ」は生産量日本一を誇ります。 高知
からの移民団が開拓で大きな功績を記す
など、高知とは強い絆で結ばれています。

　インドネシア共和国東ジャワ州の州都
スラバヤ市は、首都ジャカルタに次ぐ人
口約 295万人の都市です。2003年からは
高知のよさこいとインドネシアの伝統的
な衣装や振り付けを融合した「スラバヤ
よさこい祭り」が開催されています。

スラバヤ市（インドネシア共和国）
1997年4月17日姉妹都市提携

木
も っ ぽ

浦市（大韓民国）
2012年11月9日友好交流協定

　大韓民国全羅南道西南部に位置する、人
口約25万人の都市です。朝鮮王朝時代末期
に発展した港町で、日本や中国との交易で
栄えました。本市出身の故・田内千鶴子さ
んが3,000人の孤児を育てた「木浦共生園」
があるなど、高知とゆかりのある市です。

姉
妹
都
市

　
　

友
好
都
市

04 高知市の概要
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わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
高
知
市
は
、
太
平
洋
に
開
か
れ
た

豊
穣
の
地
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
た
、
明
る
く
闊
達
で
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由

と
創
造
の
精
神
に
満
ち
た
土
佐
の
風
土
の
中
で
発
展
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
を
未
来
に
向
か
っ
て
持
続
的
に
発
展
さ
せ
、

次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
た
め
に
、森
に
発
し
、里
を
経
て
、

海
へ
と
通
じ
る
清
流
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
と
そ

こ
に
住
む
人
々
が
共
生
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
ま
ち
の
発
展

が
調
和
す
る
、「
環
境
」
を
基
軸
と
し
た
新
し
い
共
生
文
化

を
自
由
な
精
神
を
持
っ
て
創
造
す
る
都
市
を
め
ざ
し
、

を
将
来
の
都
市
像
と
定
め
、
明
る
さ
と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち

た
元
気
あ
ふ
れ
る
高
知
市
を
築
き
上
げ
ま
す
。

森
・
里
・
海
と
人
の
環

〜
自
由
と
創
造
の
共
生
都
市 

高
知
〜

環
森・里・海の自然豊かな「環境」の中で、森・里・海の自然豊かな「環境」の中で、

連携・協力し合う人々の「連携・協力し合う人々の「和和
わわ

」を地域の「」を地域の「輪輪
わわ

」に広げる」に広げる
共生都市の創造共生都市の創造

森・里・海の自然豊かな「環境」の中で、
連携・協力し合う人々の「和

わ

」を地域の「輪
わ

」に広げる
共生都市の創造

高
知
市
総
合
計
画

（
２
０
１
１
〜
２
０
３
０
年
度
）

『
森
・
里
・
海
と
人
の
環
　

　
　
自
由
と
創
造
の
共
生
都
市
　
高
知
』
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　地域の産業の特色や機能、 優れた地域の資源を最
大限に活かしながら、 地方中核都市として広域の需
要を担い、 人や物が活発に交流する活力ある産業活
動を実現するために、県域全体の発展に貢献する「地
産の環 」を構築します。

地
産
の
環

04

　中山間地域、 田園地域、 都市部それぞれの地域が
その特性を活かしながら発展し、 各地域で人々が安
心して心豊かに生活できるように、 自然と人とまち
とが調和する、 地方中核都市ならではの安全で快適
な都市空間を創出する「まちの環 」を形成します。

ま
ち
の
環

05

　地域が将来にわたって持続的に発展できるよう
に、 県域における連携 ･交流をリードするととも
に、 健全な行財政運営の下で市民ニーズに的確に
対応した独自の自治を進める「自立の環 」を確立
します。

自
立
の
環

06

　自然と人とまちのそれぞれが調和し共生する地域
社会を創造していくために、 自然を理解し保全する
とともに、 人と人とが平和で互いに尊重しあい協力
しあう、「共生の環」を創造します。

共
生
の
環

01

　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できる地域社会を構築するために、 地域社会全体
で人と人とが互いに支えあう「安心の環」を充実し
ます。

安
心
の
環

02

　次代を担う子どもた
ちが健やかに育ち、 す
べての人々が生涯を通
じていきいきと学び楽
しみながら向上してい
けるように、 子育てへ
の 支 援 や 教 育 を 充 実
し、文化を振興する 「育
みの環」を展開します。

育みの環

03
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こ
う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド

とさっ子
こ

タウン

tosacco town

書類審査

公開審査会

活動成果の発表会

まちづくり活動

　「とさっ子タウン」は、毎年夏休み期間中にのみ現れる「架空のまち」で
す（2009年度から開催）。
　このまちの市民は、小学4年生から中学3年生までの子どもたち。まち
の中には市役所・税務署・銀行・ハローワーク・新聞社・飲食関係の仕
事などがあり、専門家から仕事を教わりながら体験をしたり、自分で稼
いだお金で遊んだりすることができます。また、市長選挙や議会を開いて政治や都市運営など、協力し合いなが
ら自分たちのまちをつくり、変えていくことができます。このような社会体験を通して、①社会の仕組みを知る
こと②子どもたち同士のコミュニケーションを図る③生まれ育った地域に対して誇りを持つ ──などの「きっか
け」をつくることをめざしています。

育み育みのの環環育みの環

　
「
こ
う
ち
こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
」
と
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
考
え
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て

行
う
「
高
知
の
ま
ち
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の

活
動
」「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
に
対
し
て
、
高

知
市
が
助
成
を
行
う
制
度
で
す
。
子
ど
も
の
ま

ち
づ
く
り
参
画
の
先
進
地
で
あ
る
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
平
成

24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
が
３
人
以
上
、
20
歳
以
上
の
大
人
が
２
人
以

上
参
加
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
１
グ

ル
ー
プ
に
つ
き
20
万
円
以
内
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
制
度
の
大
き
な
特
徴
は
、
①
子
ど
も
た
ち

自
身
の
発
案
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
提

案
②
子
ど
も
た
ち
自
身
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
実
施
③
こ
ど
も
審
査
員
に
よ
る
助
成

団
体
の
決
定

︱
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
携
わ
る

こ
と
で
主
体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
能
力
、
市
民

性
を
育
み
、
大
人
た
ち
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て

子
ど
も
た
ち
の
感
性
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
反
映
さ

せ
た
住
み
や
す
く
、
子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
知
市
で
は
、
こ
の
制
度
に
ご
賛
同
い

た
だ
い
た
各
企
業
や
団
体
、
市
民
の
方
か
ら
の

寄
付
金
を
積
み
立
て
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　大人審査員とこど
も審査員が質問をし
ながら、どの団体に助成するかを
話し合います。最終的には、こど
も審査員の過半数が助成したいと
考えた団体に助成を決定します。

　申請期間中は、事
前 説 明 会 の 開 催 や

「こどもファンドア
ドバイザー」を派遣
するなど、申請団体を支援してい
ます。

❶消防分団屯所に絵を描き、防災意識
の啓発に取り組んだ「キッズ土佐山」
❷看板設置や防災マップの作成、講演
会の開催など、地域と連携して防災・
減災に取り組んだ「旭中学校生徒会」
❸平成27年10月、本事業が第3回プラ
チナ大賞で特別賞を受賞し、プラチナ
シティとして認定される。

落書き防止の啓発活動を行った
丸の内高等学校の「PAPAS」

活動までの流れ

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
活
動

１

３

２

申 請
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こうち
笑
え

顔
がお

マイレージ
　「こうち笑顔マイレージ」は、高齢者の社会参加・介護
予防を目的に、 平成26年度からスタートした制度です。
　介護保険施設等でのボランティア活動に参加したり、い

きいき百歳体操へ参加した
りすることで、ポイントが
たまり、そのポイントを商
品券などに交換することが
できます。

　
「
健
康
寿
命
」
と
は
、
一
生
の
生
活
で
日
常

生
活
を
健
康
で
支
障
な
く
送
れ
る
期
間
の
こ

と
。
高
知
市
で
は
、
こ
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

市
民
が
で
き
る
だ
け
元
気
な
体
で
過
ご
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
代
表
が
「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」「
か
み
か
み
百
歳
体
操
」「
し
ゃ

き
し
ゃ
き
百
歳
体
操
」
で
す
。

き
い
き
百
歳
体
操
は
、
米
国
国
立
老

化
研
究
所
が
推
奨
す
る
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
参
考
に
、
平
成
14
年
に
高
知
市
が
開
発

し
た
重
り
を
使
っ
た
筋
力
運
動
の
体
操
で
す
。

椅
子
に
腰
を
か
け
、
準
備
体
操
、
筋
力
運
動
、

整
理
体
操
の
３
つ
の
運
動
を
行
い
ま
す
。
筋
力

運
動
で
は
、
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
2.2
キ
ロ
グ
ラ

ム
ま
で
11
段
階
に
調
節
可
能
な
重
り
を
手
首
や

足
首
に
巻
き
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
動
か

し
て
い
き
ま
す
。

み
か
み
百
歳
体
操
は
、
食
べ
る
力
や

飲
み
込
む
力
を
付
け
る
た
め
に
、
平

成
17
年
度
に
高
知
市
が
開
発
し
た
体
操
で
す
。

椅
子
に
座
っ
て
口
の
周
り
や
舌
を
動
か
す
約
16

分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
椅
子
に
座
っ
て
、

口
の
周
り
や
舌
を
動
か
す
こ
と
で
、
食
べ
る
力

や
飲
み
込
む
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

ゃ
き
し
ゃ
き
百
歳
体
操
は
、
認
知
機

能
の
維
持
、
向
上
を
目
的
に
、
平
成

27
年
に
高
知
市
が
開
発
し
た
体
操
で
す
。
椅
子

に
座
っ
た
状
態
で
映
像
に
合
わ
せ
て
、
２
つ
の

動
作
を
同
時
に
行
い
ま
す
。
認
知
機
能
（
注
意

力
・
判
断
力
な
ど
）
の
改
善
に
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
は
市
内
３
３
１

カ
所
、
か
み
か
み
百
歳
体
操
は
市
内
２
８
０
カ

所
、
し
ゃ
き
し
ゃ
き
百
歳
体
操
は
市
内
２
３
７

カ
所
で
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
週
１
〜
２
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

近
年
で
は
、
日
本
を
は
じ
め
海
外
か
ら
も
注

目
さ
れ
、
今
で
は
国
内
35
道
府
県
１
４
１
市
町

村
、
遠
く
は
海
外
の
タ
イ
・
パ
ラ
グ
ア
イ
な
ど

に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
・
か
み
か
み
・
し
ゃ
き
し
ゃ
き
百
歳
体
操

い

か

し

百
歳
体
操
で

　

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

安心安心のの環環安心の環

しゃきしゃき百歳体操

いきいき百歳体操 例

例

かみかみ百歳体操例
口の体操。しっかり口
をすぼめます。

三角筋の筋力運動。
腕を前に上げます。 太もも裏のストレッチ。

左右両側で行います。

口の体操。大きく口を開け
て声を出します。

舌のストレッチ。舌をで
きるだけ前に出します。

20 秒間、一定のリズ
ムで足踏みをしなが
ら昨日食べた食事の
献立や料理の名前を
できるだけ多く言い
ます。

（例）肉じゃが→アジ
フライ→キンピラゴ
ボウ→卵→…

※ボランティア活動・健康づくり活動はそれぞれに登録が必要で、
たまったポイントの合算はできません。

足踏み＋
昨日の食材か献立

区分 ボランティア活動 健康づくり活動

対象 高知市に住民票がある65歳以上の方

主
な
活
動

市が指定する介護保険施設等
でのボランティア活動

【例】施設等での話し相手、囲
碁や将棋の相手、清掃、手芸、
行事の手伝いなど

市社会福祉協議会に登録さ
れているいきいき百歳体操
への参加

ポ
イ
ン
ト

1時間…4ポイント
　※1日の上限は2時間まで
　※年間の上限は200ポイント
　　（5,000円）まで

1回…1ポイント
　※1日の上限は1回まで
　※年間の上限は40ポイント
　　（1,000円）まで

ポ
イ
ン
ト
交
換

ですかポイント、商品券（VJAギフトカード）、QUOカード、
地域福祉活動への寄付
※ポイント交換については、要支援・要介護認定を受けておら
ず、介護保険料の滞納がないことが要件です。
※還元は40ポイント（1,000円）単位となります。
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正
十
六
（
一
五
八
八
）
年
、
長
宗
我
部
元

親
が
岡
豊
城
か
ら
現
在
の
高
知
城
の
あ
る

大
高
坂
山
に
移
転
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
四
方
皆
大

河
に
て
、
し
か
も
北
に
洞
島
の
渕
（
略
）
東
に
太

布
が
渕
、
籠
が
渕
、
知
寄
な
ど
云
、
底
も
な
き
渕

な
れ
ば
、
た
や
す
く
埋
草
も
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
、

其
上
奥
山
よ
り
流
れ
出
る
水
つ
よ
く
、
堤
崩
れ
、

町
屋
へ
洪
水
入
る
事
度
々
な
り
し
か
ば
、
貴
賎
上

下
、
こ
は
い
か
に
せ
ん
と
ぞ
悲
し
み
け
る
」（『
土

佐
物
語
』
巻
十
五
）
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
河
川

の
治
水
に
失
敗
。
同
十
九
年
に
は
元
親
は
城
を
放

棄
し
て
、
現
在
の
桂
浜
に
位
置
す
る
浦
戸
城
へ
移

転
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
土
佐
に
入
国
し

た
山
内
一
豊
は
、
元
親
と
同
じ
く
大
高
坂

山
に
築
城
を
開
始
し
、
同
八
年
に
入
城
式
を
行
い
、

河
中
山
と
改
名
し
た
。
築
城
工
事
は
着
々
と
進
行

し
て
い
っ
た
が
、
城
下
で
は
相
変
わ
ら
ず
洪
水
に

襲
わ
れ
、
町
づ
く
り
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。

　

そ
こ
で
二
代
藩
主
・
山
内
忠
義
は
行
動
に
出
る
。

『
山
内
氏
時
代
史
初
稿
』
の
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）

現
在
の
高
知
市
が
「
高
知
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の

現
在
の
高
知
市
が
「
高
知
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
視
点
か
ら
探
る
。

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
視
点
か
ら
探
る
。

現
在
の
高
知
市
が
「
高
知
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
視
点
か
ら
探
る
。

高
知
市
今
昔
物
語

天慶
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年
九
月
の
条
に
、「
山
内
忠
義
竹
林
寺
ノ
僧
空
鏡
ヲ

シ
テ
河
中
山
ノ
文
字
ヲ
改
メ
シ
メ
高
智
ト
称
ス
」

と
あ
る
。
河
中
山
で
の
築
城
中
に
五
台
山
・
竹
林

寺
の
空
鏡
和
尚
に
頼
み
、
山
名
を
高
智
山
に
改
名

し
た
の
で
あ
る
。

　

空
鏡
和
尚
は
、
忠
義
と
の
問
答
の
中
で
、「
高
智

と
は
、
大
聖
文
珠
の
浄
土
を
申
と
か
や
、
抑
、
城

地
を
何
故
佛
土
に
比
し
け
る
ぞ
と
事
の
意
尋
れ
ば
、

此
の
城
よ
り
一
里
計
東
に
山
あ
り
、
五
臺
山
金
色

院
竹
林
寺
と
号
す
（
略
）
さ
れ
ば
此
城
地
も
文
珠

擁
護
の
地
と
称
し
て
、高
智
山
と
名
付
た
り
」（『
土

佐
物
語
』）
と
、
改
名
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。　

　

高
智
と
は
、
文
殊
菩
薩
加
護
の
土
地
を
意
味
し

て
い
る
。
五
台
山
か
ら
見
て
西
に
あ
る
河
中
山
を

西
方
浄
土
に
な
ぞ
ら
え
、
築
城
や
町
づ
く
り
に
、

文
殊
様
の
高
い
知
恵
を
借
り
た
い
と
の
強
い
思
い

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
河
中
と
高
智
と
は
同
じ

字
音
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
現
在
の
表
記
・

高
知
に
転
じ
た
。

が
て
、
高
知
城
が
完
成
。
元
和
七

（
一
六
二
一
）
年
時
点
で
「
土
佐
守
殿
借

銀
今
の
分
に
て
は
御
身
上
相
果
つ
べ
く
候
」（
藩
志

内
篇
）
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
に
切
迫
し
て
い
た
財

政
状
況
を
、
藩
政
改
革
に
よ
っ
て
見
事
に
立
て
直

し
た
。

「
河
中 

▼ 

高
智 

▼ 

高
知
」

　

高
知
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
辿

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

▶
高
知
を
代
表
す
る
景
勝
地
「
桂
浜
」
の

背
後
の
山
一
帯
が
浦
戸
城
跡
で
あ
る
。「
浦

戸
城
古
城
之
図
」（
高
知
市
民
図
書
館
平
尾

文
庫
所
蔵
）

▶
鏡
川
、
江
ノ
口
川
の
河
川
を
外
堀
と
し

て
町
割
り
を
形
成
し
、
新
し
い
近
世
城
郭

を
築
い
た
。「
か
う
ち
之
城
図
」（
高
知
市

民
図
書
館
平
尾
文
庫
所
蔵
）

　高知市の町名は、江戸時代
から引き継がれた歴史的な町
名が多数残っています。これ
ら歴史的な町名を保存伝承す
るために、平成13年の高知城
築城400周年記念行事の一環と
して標識を旧町域に設置しま
した。

　尾張に生まれ、織田信長に
仕え、朝倉攻めで戦功をたて、
長浜唐国 400 石を領す。関ヶ
原の戦いで徳川家康に属し、
戦後土佐 24 万石を与えられ、
翌年 1 月浦戸に入城した後、
大高坂山に高知城を築き、領
国経営に尽力した。

長
ち ょ う そ が べ

宗我部 元親

　本山氏や一条氏などを滅ぼ
し、土佐の統一を果たす。そ
の後四国で勢力を強めるが、
豊臣秀吉の四国征伐に降伏、
土佐一国の領有を許された。
元親の行った「長宗我地検帳」
は、当時の社会を知る上でも
貴重な文化遺産である。

戦国武将
1538 ～ 1599 年

土佐藩祖
1545 ～ 1605 年

山
やまうち

内 一
かつとよ

豊

　江戸時代初期、豪商播磨屋と豪商櫃屋の間の堀川に
橋が架けられ、それに通じる町筋が通称「ハリマヤ丁」
と呼ばれていた。藩政期には播磨屋町（現在ははりま
や町）という町名はなく、播磨屋橋という橋とその周
辺が城下の中心の商人街となっていた。

播
はり

磨
ま

屋
や

町
ちょう

　江戸時代初期に豪商帯屋勘助が住んでいたことに由
来する町名。西端に高知城の南門や藩主の下屋敷があ
り、「御屋敷筋」または「会所筋」とも言われた。その
後、町家はなくなり、家老深尾家、五藤家の郭中屋敷、
南会所（藩庁）、幕末に活躍した参政・吉田東洋の屋敷
などがあった。

帯
おび

屋
や

町
まち

「山内一豊像」
（土佐山内家宝物資料館所蔵）

「絹本著色長宗我部元親像」
（秦神社所蔵・高知県立歴史民俗資料館写真提供）

や

●升形
●鷹匠町
●丸ノ内
●菜園場町
●廿代町
●本町
●九反田
●水通町
などの町名
は現在でも
使用されて
います。

高知
 城下の 名町

10 高知市の概要



　

こ
れ
は
龍
馬
が
神
戸
に
い
た
時
期
に
詠

ん
だ
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
通
常
、
脱
藩
し

た
志
士
は
、
反
幕
府
方
と
し
て
活
動
す
る

人
が
多
か
っ
た
が
、
龍
馬
は
幕
臣
の
勝
海

舟
の
弟
子
と
な
っ
た
。
周
り
の
人
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
な
い
が
、
自
分
の
信
念
を
貫

く
気
持
ち
を
詠
ん
だ
歌
。（
出
典
：
詠
草
二 

和
歌
）

参考文献：『高知県人名事典　新版』（『高知県人名事典　新版』刊行委員会編集、高知新聞社発行、2000 年）

高知市ゆかりの人々

　

龍
馬
は
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
に
勝

海
舟
に
頼
ま
れ
、
神
戸
海
軍
塾
開
業
資
金

を
福
井
藩
に
借
り
に
行
く
。
そ
こ
で
由
利

公
正
や
熊
本
の
横
井
小
楠
と
出
会
い
、
詠

ん
だ
歌
。
好
き
な
人
の
た
め
に
命
を
捨
て

る
こ
と
は
惜
し
ま
な
い
が
、
心
に
国
の
行

く
末
が
引
っ
か
か
っ
て
い
る
。
国
の
こ
と

君
が
た
め

捨
つ
る
命
は
惜
し
ま
ね
ど

心
に
か
か
る
国
の
行
く
末

世
の
人
は

わ
れ
を
何
と
も
言
わ
ば
言
へ

わ
が
成
す
こ
と
は

我
の
み
ぞ
知
る

　

幕
末
の
動
乱
の
中
、
大
胆
な
発
想
と
行

動
力
で
時
代
を
切
り
開
い
た
坂
本
龍
馬
。

　

そ
ん
な
彼
の
生
き
ざ
ま
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
名
言
を
ほ
ん
の

少
し
だ
け
ご
紹
介
。

坂
本
龍
馬
語
録

其
ノ
壱

其
ノ
弐

01
見け
ん
し
ょ
う
い
ん

性
院

　名前は千代またはまつと伝えられる
が定かではない。一豊のために 10 両
の金を出して駿馬を買った逸話や、ま
な板代わりに枡を裏返して使い倹約し
た話など、「内助の功」で夫を支えた
賢婦の鏡として知られる。

山内一豊の妻・1557～1617年

05
山や
ま

内う
ち 

豊と
よ

信し
げ

　吉田東洋を抜擢し、「安政改革 ｣ を
進めた。将軍の跡継ぎ問題では大老・
井伊直弼と対立して隠居謹慎となる。
隠居後は「容堂」と名乗り、謹慎が解
かれた後は、隠居の身でありながら藩
政に関わった。後藤象二郎の進言を受
け、15 代将軍・慶喜に大政奉還を建白。

土佐15代藩主・1827～1872年

06
武た
け

市ち 
瑞ず
い

山ざ
ん

　土佐藩同志による土佐勤王党を結
成。藩の体制を刷新するため、勤王党
員の手による吉田東洋暗殺を実行。し
かし、前藩主・山内容堂の土佐勤王党
の弾圧により、瑞山も投獄された。龍
馬が亀山社中を結成した慶応元（1865）
年、獄中で切腹。

土佐勤王党盟主・1829～1865年

04
河か
わ

田だ 

小し
ょ
う

龍り
ょ
う

　漂流より帰郷したジョン万次郎（中
浜万次郎）の取り調べに当たり、「漂
巽紀略」を著す。坂本龍馬に海運と海
防の構想を説き、大きな影響を与えた。
また、画塾「墨雲洞」を開き、亀山社中・
海援隊に参加する近藤長次郎、新宮馬
之助、長岡謙吉らを育てた。

画家・1824～1898年

02
野の

中な
か 

兼け
ん

山ざ
ん

政治家・1615～1663年

　奉行職としておよそ 30 年間、藩の
政治を任される。学問を盛んにし、多
くの学者を育てる一方、土佐各地に用
水路を造り、3,000 町歩の新田開発を
行った。彼の造った用水路、港などは
現在でも使われているものが多い。

03
吉よ
し

田だ 

東と
う

洋よ
う

　私塾「少林塾」を開き、後藤象二郎・
板垣退助・岩崎弥太郎らを指導。山内
容堂に抜擢され、「安政改革」を行う。
公武合体の立場であったが、城中より
帰宅の途中に土佐勤王党の党員の手に
かかり、暗殺される。

幕末の土佐藩重職・1815～1862年
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神
戸
海
軍
塾
に
入
っ
て
い
る
時
期
。
長

州
藩
が
下
関
で
外
国
と
戦
争
を
し
た
際
、

幕
府
は
戦
争
で
傷
つ
い
た
外
国
船
を
修
理

し
て
い
た
。
龍
馬
は
そ
れ
を
知
り
、
幕
府

の
役
人
に
激
怒
し
た
。
同
じ
日
本
人
で
あ

る
長
州
の
味
方
を
せ
ず
、
外
国
の
味
方
を

す
る
と
は
何
事
だ
。
そ
ん
な
腐
り
き
っ
た

役
人
を
一
時
に
撃
ち
殺
し
て
日
本
を
洗
濯

し
た
い
、
と
い
う
過
激
な
決
意
を
語
っ
た

手
紙
。（
出
典
：
文
久
３
年
６
月
29
日
坂
本

乙
女
あ
て
書
簡
）

日
本
を
今
一
度

せ
ん
た
く
い
た
し
申
候

　

龍
馬
が
脱
藩
後
に
書
い
た
最
初
の
手
紙
。

文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
暮
れ
頃
に
勝
海

舟
に
会
い
、
弟
子
入
り
し
た
。「
今
は
勝
海

舟
と
い
う
日
本
第
一
の
人
物
の
弟
子
に

な
っ
て
、
日
本
の
た
め
に
精
一
杯
働
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
国
の
た
め
、
天
下

の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
決
意
を
語
っ
た
手
紙
。
非
常

に
前
途
洋
々
の
時
期
に
書
い
た
手
紙
な
の

で
、
力
強
さ
が
出
て
い
る
。（
出
典
：
文
久

３
年
３
月
20
日
坂
本
乙
女
あ
て
書
簡
）

国
の
た
め

天
下
の
た
め

力
を
尽
く
し
お
り
申
候

写真提供：土佐山内家宝物資料館（見性院・山内豊信）、高知県立歴史民俗資料館（野中兼山・吉田東洋・河田小龍・武市瑞山・坂本龍馬・後藤象二郎）、
高知市立自由民権記念館（板垣退助・中江兆民・植木枝盛）、高知県立文学館（寺田寅彦）

出典：『龍馬の言葉プロジェクト 龍馬語録』、高知市観光振興課発行・編集（手紙解説・高知県立坂本龍馬記念館　三浦夏樹学芸員）

historical person

を
考
え
る
と
、
あ
な
た
の
た
め
に
死
ぬ
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
歌
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。（
出
典
：
文
久
３
年
５
月
16
日
、

三
岡
八
郎
居
宅
で
謡
っ
た
と
さ
れ
る
。『
子

爵
由
利
公
正
伝
』
よ
り
）

其
ノ
参

其
ノ
四

政治家・1837～1919年

08
板い
た

垣が
き 

退た
い

助す
け

　立志社を創設し、国会開設をめざし
て、自由民権運動を全国に広め、自由
党の総理として活躍した。彼の「板垣
死すとも自由は死せず」という言葉は、
自由の尊さを表したものとして有名。
明治 31（1898）年に内務大臣になる。
晩年は社会改良運動を進めた。

幕末の志士・1835～1867年

07
坂さ
か

本も
と 

龍り
ょ
う

馬ま

　土佐勤王党に参加。その後脱藩し、
亀山社中の設立や薩長同盟の斡旋、大
政奉還の推進、船中八策の提唱など歴
史的偉業の達成に尽力した。京都近江
屋で土佐の盟友・中岡慎太郎とともに
襲撃され、明治維新を見届けることな
く 33 歳の若さで闘死。

自由民権家・1857～1892年

11
植う
え

木き 

枝え

盛も
り

　「東洋大日本国々憲案」起草。彼の
記した基本的人権の思想は、現行の日
本国憲法に重要な影響を与えた。また

「立志社建白」など、多くの重要文章
を起草し、常に自由民権運動の中枢で
活躍。「民権自由論」などの著書のほか、
新聞論説多数。

地球物理学者・1878～1935年

12
寺て
ら

田だ 
寅と
ら

彦ひ
こ

　「天災は忘れられたる頃来る」とは
彼の言葉。日常身辺の諸現象を分析し
て、何らかの法則性を発見しようとす
るところに寅彦の物理学の特徴があ
る。随筆や俳句も手掛け、その他にも
油絵、水彩画、バイオリンなど多芸多
能であった。

思想家・1847～1901年

10
中な
か

江え 

兆ち
ょ
う

民み
ん

　フランスに留学し、帰国後、仏学塾
を開く。西園寺公望らと「東洋自由新
聞」を創刊。自由民権運動の代表的思
想家の一人であり、ルソーの「民約論」
を翻訳したことなどから、「東洋のル
ソー」と呼ばれた。

政治家・1838～1897年

09
後ご

藤と
う 

象し
ょ
う

二じ

郎ろ
う

　大監察として土佐勤王党盟主・武市
瑞山らを弾圧。その後、坂本龍馬の提
案である船中八策に基づき、山内容堂
による将軍・徳川慶喜への大政奉還を
進言する。維新後は板垣退助の自由党
結党に参加し、逓信大臣、農商務大臣
を務めるなど活躍した。
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高知城下は坂本龍馬も幼少時代を過ごしたまち。市内には多くの歴史を色濃く感じるこ
とのできるスポットがあります。龍馬が生まれたころの地図で高知城下をご紹介します。

①旧山内家下屋敷長屋

　鷹匠公園の石畳の
坂道を挟んで、旧山
内家下屋敷長屋があ
る。かつてここには
山内容堂の下屋敷が
あり、後に山内家の
私邸となった。現在
は足軽武士が生活し
た 長 屋 だ け が 残 り、
国の重要文化財に指
定されている。

DATA　高知市鷹匠町 1-3-35

　土佐藩主山内家に伝わる美術工芸品や古文書などの資料をはじ
め、土佐藩・高知県ゆかりの歴史資料の数々を収蔵、展示する。
　体験型の展示や映像などで土佐や日本の歴史・文化に親しむこ
とができるほか、年間を通して多彩な企画展も開催。館内には、
隣接する高知城を一望で
きる展望ロビーをはじめ、
城下町や高知県全域の文
化・観光情報を紹介する
コ ー ナ ー や 資 料 閲 覧 室、
ミ ュ ー ジ ア ム シ ョ ッ プ、
喫茶室等も併設される。

②高知県立高知城歴史博物館 （2017年3月開館予定）

DATA　公益財団法人 土佐山内記念財団　☎ 088-873-0406

　幕末の英雄・坂本龍馬が生まれ育ったまちである上町
に開館。龍馬が土佐を脱藩するまでの少年・青年時代の
エピソードをパネルや映像、音声などで紹介。龍馬が生
まれてから脱藩するまでのさまざまなシーンを龍馬の目
線で体験できるコーナーなどもある。
　また、龍馬の生まれたまち記念館を起点として、高知
市内に点在している坂本龍馬ゆかりの史跡等をめぐる

「龍馬の生まれたまち歩き 土佐っ歩」や、観光ガイドボ
ランティアによる記念館内の案内も行っている。

▲全国的にも珍しい座った姿の坂本
龍馬像（左）と近藤長次郎像（右）。

③高知市立龍馬の生まれたまち記念館 DATA　高知市上町 2-6-33　☎ 088-820-1115（年中無休）
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①
旧
山
内
家
下
屋
敷
長
屋

③高知市立龍馬の生まれたまち記念館

⑩
武
市
瑞
山
道
場
跡

⑧武市瑞山殉節の地

⑨立志社跡

高知城

⑥寺田寅彦記念館

⑪高知市立自由民権記念館⑫高知県立坂本龍馬記念館

⑤坂本龍馬誕生地

④近藤長次郎邸跡

坂本龍馬が生まれたころの高知城下。
「天保元年高知之図・全図」（吉松靖峯

蔵・高知市文化振興事業団写真提供）

⑦大川筋武家屋敷

②高知県立高知城歴史博物館

土
佐
の
歴
史
を
辿
る

土
佐
の
歴
史
を
辿
る

イメージ画像



　坂本龍馬と海援隊を設立した近藤長次郎
は家業が饅頭屋であったため、「饅頭屋長
次郎」と呼ばれた。幼少から剣道・学問を
好み、河田小龍にも学んだ。長州藩より得
た報賞金で、独断でイギリス留学を計画し
たことが露見し、その行為が亀山社中の社
規に反するものであったため、切腹。29
歳であった。

④近藤長次郎邸跡
DATA　高知市上町 2

⑤坂本龍馬誕生地

　坂本龍馬は郷士・坂本八平と幸の次男と
して、この地で誕生した。誕生地の碑の文
字は、当時の首相・吉田茂が昭和 27（1952）
年 5 月に書いたもので、昭和 43 年に行わ
れた明治百年記念行事の一環として整備さ
れたものである。龍馬の誕生日であり、命
日でもある 11 月 15 日には、この記念碑の
前で盛大な誕生祭が行われ、全国各地から
龍馬ファンが集う。

DATA　高知市上町 1-7

⑥寺田寅彦記念館

　寺田寅彦が、幼年か
ら少年時代にかけて住
んでいた住宅。旧家屋
は昭和 20（1945）年 7
月、戦災により一部焼
失した。現在の建物は
主屋、居宅（寅彦の勉
強部屋）、茶室など寺田
家所有の「家相図」を
もとに復元、または移
設改築したものである。

DATA　高知市小津町 4-5
　　　　　　　　☎ 088-832-7277
　　　 （水曜日、年末年始は休館）

⑦大川筋武家屋敷

　約 150 年前の幕末期に建
てられた高知城下に唯一残
る武家屋敷で、長屋門・主屋・
築地塀・そてつの木がそろっ
て残っている。この屋敷の
持ち主であった手嶋家は、
山内一豊に従って入国した
家禄が 250 石の御馬廻りで
中級の位の武士であった。
現在、高知市保護有形文化
財に指定されている。

DATA　高知市大川筋 2-2-15
☎ 088-832-7277

（水曜日、年末年始は休館）

⑧武市瑞山殉節の地

　土佐勤王党は弾圧され、多
くの同志とともに瑞山はこの
地に投獄された。獄吏の中に
は瑞山に心酔した者がおり、
瑞山は牢にありながらも同志
との通信ができた。自画像を
書くための紙・筆・墨はもと
より、朱肉まで取り寄せるこ
とができたという。

DATA　高知市帯屋町２-5-18

⑪高知市立自由民権記念館

　立志社の憲法見込案や板垣
退助が岐阜で襲われた時の凶
器の短刀など貴重な資料を展
示しているほか、土佐の運動
を中心に自由民権運動の歩み
を紹介している。また、ホー
ル等は映画上映会や演奏会な
どにも広く利用されている。

DATA　高知市桟橋通 4-14-3
☎ 088-831-3336（ 月 曜 日、 祝 日
の翌日、年末年始は休館）

⑩武市瑞山道場跡

　龍馬の遠縁に当たる武市
瑞山は、妻の叔父・島村寿
之助と共同で道場を開いた。
門人は約 120 人と推定され、
若き日の中岡慎太郎や “人
斬り以蔵” と恐れられた岡
田以蔵なども武市道場の門
人である。

DATA　高知市桜井町 1（横堀公園内）

⑨立志社跡 DATA　高知市帯屋町 1-11

　立志社は、帯屋町の旧
兵舎跡で発会式をあげ、
その後旧町会所跡を山内
家から買い取って本拠地
とした。愛国公党によっ
て建白された民撰議院の
開設を期待する政治思想
を 折 り 込 ん だ 結 社 と し
て、この地で発足した。

DATA　高知市浦戸城山 830
☎ 088-841-0001（年中無休）

⑫高知県立坂本龍馬記念館

　坂本龍馬に関する貴重な歴史資料を分かりやすく展示す
るとともに、人柄や業績、考え方についても紹介している。
また、龍馬の手紙や龍馬と中岡慎太郎が暗殺された京都・近
江屋の復元展示もあり、龍馬の人間性や臨場感を感じるこ
ともできる。平成 3（1991）年、龍馬の誕生日であり命日
でもある 11 月 15 日に開館。桂浜公園内に建ち、「空白のス
テージ」「屋上展望」からは、太平洋の水平線を一望できる。

14 高知市の概要



02
珊
瑚（
さ
ん
ご
）

01
ぼ
う
し
パ
ン

　

高
知
の
男
性
の
代
名
詞
「
い
ご
っ
そ
う
」
と

い
う
言
葉
。
土
佐
人
気
質
の
典
型
と
し
て
よ
く

使
わ
れ
る
が
、
語
源
に
は
多
く
の
説
が
あ
る
。

最
も
有
名
な
の
が
「
異
骨
相
」
説
。
言
動
も
異

な
る
が
、
よ
く
見
れ
ば
骨
相
ま
で
異
な
っ
て
い

た
と
い
う
。

　

ま
た
他
説
で
は
、
東
北
地
方
で
が
ん
こ
・
一

徹
の
こ
と
を
「
い
っ
こ
く
」
と
い
い
、
こ
れ
が

山
内
氏
と
と
も
に
土
佐
入
り
し
、
反
骨
的
な
土

佐
人
の
相
貌
が
山
内
氏
ら
に
は
「
い
っ
こ
く
な

相
」
に
見
え
、
そ
れ
が
や
が
て
い
ご
っ
そ
う
に

な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、「
ご

つ
い
」
を
意
味
す
る
土
佐
の
方
言
「
い
ご
つ
・

い
の
つ
」
説
や
「
い
こ
じ
」
と
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
と
い
う
説
ま
で
が
あ
る
。

　

元
親
や
龍
馬
、
慎
太
郎
な
ど
の
土
佐
を
代
表

す
る
人
物
は
、
自
然
に
人
を
威
圧
し
、
か
つ
威

服
・
畏
敬
さ
せ
る
豪
傑
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
い

う
相
貌
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
威
豪
相
」「
畏

豪
相
」
と
表
現
さ
れ
た
。

　

大
切
な
の
は
、
い
ご
っ
そ
う
は
単
な
る
頑
固
・

一
徹
・
負
け
ず
嫌
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー

モ
ア
・
大
ら
か
と
い
っ
た
愛
す
べ
き
一
面
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

土
佐
の
男
性
「
い
ご
っ
そ
う
」
に
対
し
て
、

土
佐
の
女
性
を
「
は
ち
き
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
極
端
に
男
勝
り
な
女
性
の
こ
と
を
総

称
す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
い
ご
っ
そ
う
」

と
同
様
、
語
源
に
は
多
く
の
説
が
あ
る
。

　

明
治
の
土
佐
の
郷
土
史
家
・
松
野
尾
氏
に
よ

る
と
二
説
あ
り
、
一
つ
は
藩
政
時
代
に
針
屋
金

蔵
と
い
う
お
調
子
者
が
い
て
、
そ
の
名
前
が
由

来
と
な
っ
た
説
。
も
う
一
つ
は
、
八
綿
金
右
衞

門
と
い
う
剛
強
の
馬
鹿
者
あ
り
、
そ
れ
よ
り

至
っ
て
馬
鹿
者
を
「
八
金
」
と
言
い
始
め
た
と

高
知
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
高
知
市
は
、
坂
本
龍
馬
や
板
垣
退
助
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
偉
人
が

誕
生
し
た
土
地
。
豪
気
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
な
彼
ら
は
、
時
世
に
新
風
を
吹
き
込
み
、
近
代
日

本
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

太
平
洋
と
四
国
山
脈
に
囲
ま
れ
て
、
独
特
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
土
佐
の
人
々
。
ち
ょ
っ
と
頑
固
で
、

言
葉
が
荒
々
し
い
の
は
ご
愛
敬
。土
佐
人
は
自
由
と
人
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
、情
の
厚
い
人
間
な
の
で
す
。

　

 

高
知
の
名
物
パ
ン
と
し
て
、
テ
レ
ビ
や
雑

誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
ぼ
う
し
パ
ン
」。
誕

生
の
き
っ
か
け
は
一
つ
の
失
敗
だ
っ
た
と
か
。

　

昭
和
30
年
ご
ろ
の
あ
る
日
、
メ
ロ
ン
パ
ン
を
作
ろ
う
と

下
準
備
を
し
て
い
た
パ
ン
職
人
。
上
に
乗
せ
る
ビ
ス
ケ
ッ

ト
生
地
を
切
ら
し
て
し
ま
い
、
仕
方
な
く
代
わ
り
に
カ
ス

テ
ラ
生
地
を
使
っ
て
み
る
と
、
生
地
が
流
れ
て
広
が
り
、

麦
わ
ら
帽
子
の
よ
う
な
か
わ
い
い
形
の
パ
ン
が
で
き
た
。

　

当
初
は
「
カ
ス
テ
ラ
パ
ン
」
と
い
う
商
品
名
で
売
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
の
独
特
な
形
か
ら
、
い
つ
し
か
「
ぼ
う
し

パ
ン
」
と
言
う
名
で
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に

は
商
品
名
ま
で
も
そ
う
変
わ
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
日
本
で
初
め
て
土
佐
湾
で
発
見
さ

れ
、
そ
の
後
、
採
取
・
加
工
は
土
佐
の
主

要
地
場
産
業
と
な
っ
た
。

　

現
在
で
は
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外

に
ま
で
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

い
ご
っ
そ
う

ig
ossou

男性

は
ち
き
ん

h
a
ch
ikin

女性

人
１Part

ＰＥＯＰＬＥ　Ｏ F　ＫＯＣＨＩ

高知の

い
ご
っ
そ
う

い
ご
っ
そ
う
とと

　
　
　
は
ち
き
ん

　
　
　
は
ち
き
ん

い
ご
っ
そ
う
と

　
　
　
は
ち
き
ん

これ
あれ

15高知市の概要



16 高知市の概要

グ
ロ
リ
オ
サ

05 02

い
う
説
で
、
両
説
と
も
元
々
は
男
性
に
も
使
わ

れ
る
言
葉
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
他
説
で
は
、
漢
字
に
す
る
と
「
八
金
」

と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
平
均
的
女
性
を
十
金
と

す
れ
ば
、
二
金
ほ
ど
女
ら
し
さ
に
欠
け
て
い
る

の
だ
か
ら
八
金
と
い
う
説
や
、
四
人
の
男
性
と

対
等
に
渡
り
合
え
る
た
く
ま
し
い
女
性
だ
か
ら

八
金
と
い
う
説
ま
で
あ
る
。

　

土
佐
の
方
言
は
、
四
国
山
脈
が
大
き
な
言
語

の
壁
と
な
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
方
言
と
な
っ
て

い
る
。

　

四
国
地
方
の
方
言
は
大
き
く
分
け
る
と
、
阿

讃
予
方
言
（
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
）
と

土
佐
方
言
（
高
知
県
）
に
分
類
さ
れ
る
。

　

阿
讃
予
方
言
で
は
、
京
阪
方
言
・
中
国
方
言

の
影
響
を
相
当
受
け
、
一
般
に
比
較
的
や
さ
し

い
感
じ
を
伴
う
。
一
方
土
佐
方
言
で
は
、
京
阪

方
言
の
影
響
も
受
け
て
い
る
が
、
中
国
・
九
州
・

和
歌
山
・
東
北
地
方
と
も
相
当
の
共
通
点
が
あ

り
、
荒
削
り
で
男
性
的
な
言
葉
ぶ
り
が
特
徴
で

あ
る
。

「
の
う
が
悪
い
」
具
合
・
機
能
が
悪
い
こ
と

「
あ
し
」　　
　

  

わ
た
し
、
わ
し

「
お
ん
し
」　　

  

き
み
、
あ
な
た

「
げ
に
」　　
　

  

ま
こ
と
に
、
大
変
に

「
へ
ん
し
も
」　  

急
い
で
、
た
だ
ち
に

「
び
ち
く
る
」　  

暴
れ
る
、
も
が
く

「
た
っ
す
い
」　  

弱
い
、
物
足
り
な
い

「
こ
じ
ゃ
ん
と
」
徹
底
的
に
、
十
二
分
に

　
「
酒
の
国
土
佐
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
酒
好

き
が
多
い
と
い
わ
れ
る
高
知
県
。
そ
の
昔
、
国

司
と
し
て
土
佐
に
や
っ
て
き
た
平
安
時
代
の
歌

人
・
紀
貫
之
も
、
酒
を
飲
ん
で
大
騒
ぎ
す
る
土

佐
の
人
々
の
姿
を
「
土
佐
日
記
」
に
記
し
て
い

る
。

　

高
知
県
で
は
酒
宴
の
こ
と
を
「
お
き
ゃ
く
」

と
い
う
。
そ
の
語
源
は
、
四
国
八
十
八
カ
所
巡

り
の
お
遍
路
さ
ん
を
も
て
な
し
た
「
お
客
」
が

由
来
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

お
き
ゃ
く
に
は
、
お
い
し
い
お
酒
は
も
ち
ろ

ん
、
土
佐
の
郷
土
料
理
「
皿
鉢
料
理
」
も
登
場

す
る
。
皿
鉢
料
理
と
は
、
約
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
大
き
な
皿
に
、
海
・
川
・
里
の
幸
と

い
っ
た
ご
ち
そ
う
が
デ
ー
ン
と
盛
り
込
ま
れ
た

料
理
で
、
ま
さ
に
豪
快
な
土
佐
人
の
精
神
そ
の

も
の
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
杯
を
目
上
の
人
に
差
し
出

し
お
酒
を
注
ぐ
「
献
杯
」
や
、
そ
の
杯
に
お
酒

を
注
ぎ
返
す
「
返
杯
」、
酒
宴
を
大
い
に
盛
り

上
げ
る「
し
ば
ん
て
ん
踊
り
」「
可
杯
」「
菊
の
花
」

「
箸
拳
」
な
ど
の
「
お
座
敷
遊
び
」
も
、
土
佐

で
生
ま
れ
た
独
自
の
文
化
と
し
て
、
現
在
も
息

づ
い
て
い
る
。

　

初
め
て
会
っ
た
人
同
士
で
も
、
世
代
・
性
別
・

立
場
を
越
え
て
み
ん
な
で
大
い
に
盛
り
あ
が

る
。
そ
れ
が
、
土
佐
流
の
酒
宴
「
お
き
ゃ
く
」

で
あ
る
。

　

高
知
市
を
中
心
に
限
ら
れ
た
地

域
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
土
佐
独
特

の
金
魚
。
琉
金
の
体
型
に
水
平
の

尻
尾
の
前
側
が
腹
部
に
沿
っ
て
反
転

し
て
お
り
、
そ
の
姿
は
金
魚
の
女
王
と

呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
開
い
た
扇
の
よ
う
。
大
量
生
産

は
難
し
く
、
愛
好
家
が
伝
承
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
知
の
観
光
地
や
道
端
で

よ
く
売
ら
れ
て
い
る
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」。

砂
糖
・
卵
・
脱
脂
粉
乳
・
バ
ナ
ナ
香
料
で
作
ら
れ

て
い
る
た
め
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
よ
り
も
脂
肪
分
が
少
な

く
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
。
数
十
年
前
ま
で
は
全
国
ど
こ

で
も
売
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か

見
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
最
近
で
は
、
イ
チ
ゴ
味
や

ソ
ー
ダ
味
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
か
。

　

 

グ
ロ
リ
オ
サ
は
、
和
名
で
「
ア
カ
バ
ナ
キ
ツ
ネ
ユ
リ
」

や「
ユ
リ
グ
ル
マ
」と
呼
ば
れ
て
い
る
ユ
リ
科
の
球
根
植
物
。

　

高
知
市
三
里
地
区
は
国
内
有
数
の
産
地
で
、
全
国
の
生

産
量
70
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
こ
こ
で
栽
培
さ
れ
た
グ
ロ

リ
オ
サ
の
品
種
「
ミ
サ
ト
レ
ッ
ド
」
は
、
２
０
０
２
（
平

成
14
）年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
、
世
界
的
に
も
そ
の
品

質
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

可杯（べくはい）

　お面の形をした3つの杯は、 お
酒を注ぐと飲み干すまで置けない
仕掛けが。 赤色の「てんぐ」が最
も大きく、鼻が高いので安定しな
い。口に穴があいた「ひょっとこ」、
小さい「おかめ」。 歌いながらこ
まを回し、止まったこまの先に居
た人が、出た絵の杯で飲み干さな
ければならない。お酒に弱い人が
当たったら、すかさず誰かが助け
て あ げ る の も 、
これまた一興。

菊の花

　人数分の杯をお盆に伏せて、
その内の1つの杯に小菊の花を1
個だけ隠しておく。全員で「菊の
花～菊の花～、 あけてうれしい
菊の花～」と歌い、一人ずつ杯を
あけてお盆を回す。 当たった人
は、 その時点で空いている杯の
数だけお酒を注いで飲まねばな
らない。そして、負け
た（ 飲めるという意
味では勝ち？）人が
次に菊を隠す。

土
佐
流
お
も
て
な
し

お
き
ゃ
く

sy
u
en

酒　宴

高
知
の
方
言

h
ou
g
en

言葉

しばてん踊り

　 相 撲 を 取 る の
が 大 好 き な 、
カッパに似た男

の子の妖怪「しば
てん」。 ユーモラ
ス な ほ ろ 酔 い 顔
を染めた「しばて
ん手ぬぐい」 を
頭 か ら か ぶ り、

しばてん音頭に合
わせて輪になって踊れば、 お座
敷は大いに盛り上がる。

　二人で勝負する、 威勢の良い
遊び。向きあって3本ずつ箸を持
ち、 その何本かを片方の腕の下
へ隠してじゃんけんのように突
き出し、 箸の数の合計を当て合
う。 負ければ杯を一気飲み。 掛
け声も勇ましく、 中には見とれ

るほどの名人芸も。 毎年
10月 1日の「日本酒の日」
に、 高知市では「土佐は
し拳全日本選手権大会」
が開催されている。

箸拳（はしけん）

土
佐
錦
魚（
と
さ
き
ん
）

03
ア
イ
ス
ク
リ
ン

04
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高知の

土
佐
の
味
自
慢

土
佐
の
味
自
慢

　

皿
鉢
料
理
は
、
直
径
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
の
大
き
な
皿
や
鉢
に
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を

盛
り
付
け
た
、
一
種
の
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
で
あ

る
。
江
戸
時
代
に
は
上
流
武
士
社
会
の
料
理
で

あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
後
急
速
に
庶
民
の
間
に

普
及
し
た
。

　

皿
鉢
料
理
の
基
本
的
な
献
立
は
刺
身
、
カ
ツ

オ
の
た
た
き
、
寿
司
（
サ
バ
の
姿
寿
司
）、
組

み
物
の
４
種
類
で
、
こ
れ
に
祝
い
事
の
と
き
は

鯛
の
生
け
造
り
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

土
佐
で
は
、
昔
か
ら
宴
会
と
い
え
ば
必
ず
こ

の
皿
鉢
料
理
。
宴
会
に
は
２
〜
３
人
に
一
皿
の

割
合
で
皿
鉢
料
理
が
並
べ
ら
れ
、
客
は
小
皿
に

自
分
の
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
取
っ
て
食

べ
る
こ
と
が
で
き
て
、
非
常
に
合
理
的
な
土
佐

の
郷
土
料
理
で
あ
る
。

黒
潮
が
流
れ
る
土
佐
湾
は
、
昔
か
ら
日
本
有
数
の
漁
場
。
ま
た
、
農
作
物
の
生

育
に
必
要
な
降
水
量
や
日
照
時
間
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
高
知
は
、
他
県
で
は
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
、

珍
し
い
食
材
や
古
く
か
ら
の
料
理
の
ほ
か
、
土
佐
ジ
ロ
ー
や
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト

な
ど
の
新
し
い
食
材
も
加
わ
り
、
ま
さ
に
食
の
宝
庫
。

そ
ん
な
高
知
自
慢
の
海
の
幸
・
山
の
幸
を
一
挙
ご
紹
介
。

　在来の梨を交配改
良したもので、 重さ
が1キログラム以上もある大きな梨。
肉質は乳白色で在来種よりやや軟ら
かく、香気、味とも非常においしい。
高知市針木地区では国内で最も早い
昭和5年に栽培が始まり、「まるはり」
ブランドとして全国へ出荷している。

　宮崎県の日向夏
を改良したみかん
で、初夏の味覚の果物として「ニュー
サマーオレンジ」という名前で親しま
れている。皮と果実の間にある白い甘
皮を残したまま、リンゴの皮をむくよ
うに皮をはぎ、その甘皮と果実とを一
緒に食べる。

　おいしい魚
の多い高知で
は、 干物もま

た有名。冬から初夏まで出る「土佐う
るめ」の味はまた格別。1本1本が淡青
色で光沢を帯び、都会で見られるメザ
シの類いを大きく引き離す味と姿で
ある。

　その名のように、
これを食べていると
酒を盗んでまで飲み
たくなるというカツオの塩辛。内臓を
水洗いし、塩漬にして半年ほど貯蔵し、
うまみが出たら地酒・蜂蜜・みりん・
タマネギに刻んで漬け込む。酒どころ
土佐とカツオの伝統漁法が巧みに
マッチしたビタミン豊富な一品。

　高知の代表
的 な 珍 味 で、
生のイワシの
稚魚を三杯酢
やぬたで食べる。ほのかな苦みがあり、
酒の肴によく合う。片口イワシの稚魚
が最も美味とされており、これを釜ゆ
でにしたものを「ちりめんじゃこ」と呼
んでいる。

　山や海の幸に
恵まれた土地柄

だけに新鮮な材料をふんだんに使い、
素材のうま味をそのまま生かした料理
が特色。中でも、土佐湾で捕れる海の
幸は、カツオ・ブリ・ハマチ・マグロ・
石鯛・ヒラマサ・シマアジ・ヒラメな
ど、食材には事欠かない。

　土佐独特のみかん
として好評を博して

いる。 果実は大きく350〜500グラム
ほどで、果糖が多く風味が良い。昭和
の初めから研究が始まり、 昭和30年
ごろから名称を土佐文旦と統一し、土
産品として知られるようになった。

　さわやかで
とても香りが
高い柑橘類の

一つで、果実は果実酢に、皮は薬味と
して使用される、 高知ではとてもポ
ピュラーな食材。果実を搾ったユズ酢
やマーマレード、ゼリーなど加工品も
数多く作られている。

新
にい

高
たか

梨
なし

土
と

佐
さ

文
ぶん

旦
たん

小
こ

 夏
なつ

ユ ズ

ドロメ酒
しゅ

 盗
とう

鮮 魚土佐の干物

皿さ 

鉢わ
ち 

料 

理

こじゃんと
おいしい

17高知市の概要



02　

高
知
県
名
物
と
い
え
ば
「
カ
ツ
オ
の
た
た

き
」。そ
の
発
祥
に
は
諸
説
が
あ
る
。戦
国
末
期
、

長
宗
我
部
元
親
が
四
国
を
平
定
す
る
際
に
カ
ツ

オ
を
カ
ヤ
で
焼
い
て
食
べ
た
と
す
る
説
。
江
戸

中
期
の
食
中
毒
防
止
の
た
め
に
土
佐
藩
が
生
食

を
禁
止
し
た
け
れ
ど
も
、
カ
ツ
オ
の
刺
身
を
表

面
だ
け
焼
い
て
焼
き
魚
と
し
て
食
べ
続
け
た
と

い
う
説
。
刺
身
を
食
べ
飽
き
た
一
本
釣
り
漁
師

が
船
上
で
作
っ
た
料
理
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
説

な
ど
が
あ
る
。

　

魚
を
焼
い
て
刺
身
に
す
る
食
習
慣
は
、
鹿
児

島
・
和
歌
山
・
千
葉
な
ど
に
も
そ
の
記
録
が
あ

る
が
、
塩
や
た
れ
を
振
っ
て
叩
く
の
は
高
知
県

だ
け
。
焼
い
て
刺
身
に
し
て
か
ら
、
塩
や
た
れ

を
叩
き
な
が
ら
振
っ
て
味
を
な
じ
ま
せ
る 

︱

こ
の
叩
く
動
作
が
「
た
た
き
」
の
語
源
と
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

カ
ツ
オ
の
脂
は
酸
化
し
や
す

い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
た
れ
を
つ

け
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
杯
酢

や
醤
油
だ
れ
、
特
産
ユ
ズ
酢
な

ど
が
好
ん
で
使
用
さ
れ
、
最
近

で
は
新
鮮
な
カ
ツ
オ
を

塩
た
た
き
と
し
て
食
す
る

こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
カ
ツ
オ
の
臭
み
を
弱
め

る
た
め
、
薬
味
と
し
て
ニ
ン
ニ
ク

や
ネ
ギ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
大
葉
、
シ
ョ

ウ
ガ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
も
使
わ
れ

て
い
る
。

　高知の温暖な気候と
独特の土壌で育った、
糖度10度前後の甘い

トマト。 特に一宮徳谷地区で栽培さ
れる「徳谷トマト」は、小ぶりだが糖
度が10〜13度と、 その甘さは果物の
リンゴやイチゴほど。 一般のトマト
の旬は夏だが、 フルーツトマトは冬
から春にかけてが最盛期となる。

　高知市の北西部や
春野地区で盛んに栽
培されている。 高知の豊かな土壌が
育むショウガは香りが高く、 風味や
辛みがしっかりしていると評判で、高
知県は全国一の生産地として知られ
ている。 ジャムやドリンクなど、 加
工品への利用もされている。

　酢飯にユズ酢を効
かせ、リュウキュウ・
シイタケ・ミョウガなどをネタにした
にぎり寿司や、タケノコ・コンニャク
などの詰め寿司など、山里の食材を用
いて盛り合わせた山間部に伝わる郷
土料理。街路市や直販所、量販店でも
日常的に販売されている。

　ちょっと小ぶり
で、 切り口が四角
い形のタケノコ。採れたてを調理する
と心地よい歯触りとかすかな苦みが
とてもおいしい秋の山菜で、中山間地
域の特産品である。空洞に酢飯を詰め
た「ひとくち寿司」のほか、天ぷらや
サラダにしてもおいしい。

ショウガ

四
し

方
ほう

竹
ちく

フルーツトマト

田舎寿司

　

お
城
下
に
広
が
る
街
路
市

︱
高
知
市

で
は
週
に
４
日
、
公
設
の
市
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

高
知
市
の
街
路
市
の
歴
史
は
古
く
、

１
６
９
０
（
元
禄
３
）
年
、
土
佐
藩
４
代

藩
主
・
山
内
豊
昌
の
時
代
に
、
藩
法
で
開

催
日
と
場
所
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
。
以
来
、
街
路
市
は
人
々
に
親
し
ま
れ

る
「
生
活
市
」
と
し
て
、
３
０
０
年
以
上

も
の
長
い
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。

　

街
路
市
の
中
で
最
大
の
規
模
を
誇
る
日

曜
市
は
、
終
日
路
上
で
開
か
れ
る
市
と
し

て
は
、
出
店
数
・
距
離
と
も
に
日
本
一
。

高
知
城
追
手
門
か
ら
東
へ
約
1.3
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
っ
て
、
ず
ら
り
と
テ
ン
ト
が

並
ぶ
。
野
菜
や
果
物
は
も
と
よ
り
、
土
佐

刃
物
、
骨
と
う
品
、
植
木
、
金
魚
ま
で
、

「
え
？ 

こ
ん
な
物
ま
で
!?
」
と
ビ
ッ
ク
リ

す
る
ほ
ど
の
品
ぞ
ろ
え
だ
。

　

地
元
農
家
を
中
心
に
４
３
０
店
ほ

ど
の
テ
ン
ト
が
ひ
し
め
く
日
曜
市
は
、

見
る
、
食
べ
る
、
買
う
、
と
一
日
中

過
ご
し
て
も
楽
し
み
が
尽
き
な
い
。

カ
ツ
オ
の
た
た
き

１

２

３
４

JR高知駅JR高知駅
入明駅入明駅

県庁県庁
高知市役所高知市役所

南別館南別館

たかじょう西庁舎たかじょう西庁舎

たかじょう庁舎たかじょう庁舎

蓮池町通蓮池町通

高知駅前高知駅前

鏡　川鏡　川

上町五丁目上町五丁目
上町四丁目上町四丁目 県庁前県庁前

高知警察署高知警察署

火曜市火曜市

金曜市金曜市

日曜市日曜市

大
橋
通

大
橋
通

木
曜
市

木
曜
市

こじゃんと
楽しい

高知城の追手門からまっす
ぐ東へ延びる日曜市。 多く
の観光客でにぎわう。

水路に戸板を渡して開かれ
ている火曜市。

クスの木の緑に包まれた木
曜市は、 高知城を間近にの
ぞむことができる。

JR土讃線の高架下で開かれ
ている金曜市。

１
２
３
４

土
佐
の
街
路
市

土
佐
の
街
路
市　終日路上で開かれる市としては日本一の規模を誇り、

「売っていない物はない」といわれたほど。毎週、平均1
万7,000人の人出でにぎわう。

出店数▶426店
距　離▶1,314.5ｍ曜市曜市（追手筋一・二丁目）（追手筋一・二丁目）日

　市が開かれるときは、幅 2mほどの水路に戸板を渡し
てテントが並ぶ。龍馬の生まれたまちとしても知られ、
買い物をしながら周りの歴史ある風情も楽しめる。

出店数▶40店
距　離▶248.5ｍ曜市曜市（上町四・五丁目）（上町四・五丁目）火

　県庁や市役所などの官庁やオフィスビルが建ち並ぶ
好立地から、 日曜市に次いで人気が高く、 昼休みには
たくさんの会社員らでにぎわう。

出店数▶77店
距　離▶278.5ｍ曜市曜市（県庁前）（県庁前）木

　ＪＲ土讃線の高架下に店が並ぶ。 古くからの住宅地
に隣接しており、 買い物客の多くは地元の方。 出店者
ともすっかり顔なじみで、楽しい話に花が咲く。

出店数▶32店
距　離▶233ｍ曜市曜市（愛宕町一丁目）（愛宕町一丁目）金
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高
知
で
生
ま
れ
た
「
よ
さ

こ
い
鳴
子
踊
り
」
は
、
①

曲
の
中
に
原
曲
「
よ
さ
こ

い
鳴
子
踊
り
」
の
フ
レ
ー

ズ
を
入
れ
る
②
鳴
子
を

持
っ
て
前
進
す
る

︱
な

ど
の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、

衣
装
も
音
楽
も
自
由
。
ま

さ
に
、
個
性
を
重
ん
じ
る

土
佐
人
気
質
を
感
じ
る
祭

り
で
あ
る
。

　

南
国
の
青
い
空
に
鳴
子
の
音
が
響
き
わ
た
る
と
、

土
佐
の
真
夏
の
祭
典「
よ
さ
こ
い
祭
り
」が
開
幕
す
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
華
や
か
な
南
国
土
佐
の
夏
の

祭
典
と
し
て
、
今
や
全
国
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
で

踊
ら
れ
て
い
る
「
よ
さ
こ
い
」
は
、
も
と
は
戦
後
の

不
景
気
を
吹
き
飛
ば
し
、
市
民
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
高
知
で
誕
生
し
た
祭
り

で
あ
る
。
当
初
７
５
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
よ
さ
こ

い
は
、
祭
り
を
愛
す
る
市
民
の
手
に
よ
っ
て
大
き
く

祭
３Part

ＦＥＳＴＩＶＡＬ　Ｏ F　ＫＯＣＨＩ

高知の

よ
さ
こ
い

よ
さ
こ
い

　
　
発
祥

　
　
発
祥
のの
地地

よ
さ
こ
い

　
　
発
祥
の
地

　
　
　

作
詞
・
作
曲
／
武
政　

英
策

ヨ
ッ
チ
ョ
レ
ヨ

　
　

ヨ
ッ
チ
ョ
レ
ヨ

ヨ
ッ
チ
ョ
レ　

ヨ
ッ
チ
ョ
レ

　
　

ヨ
ッ
チ
ョ
レ
ヨ

ヨ
ッ
チ
ョ
レ　

ヨ
ッ
チ
ョ
レ

　
　

ヨ
ッ
チ
ョ
レ
ヨ

高
知
の
城
下
へ
来
て
み
い
や　

ソ
レ

じ
ん
ま
も　

ば
ん
ば
も　

よ
う
踊
る

鳴
子
両
手
に　

よ
う
踊
る　

よ
う
踊
る

土
佐
ノ　

ヨ
イ
ヤ
サ
ノ　

サ
ノ
サ
ノ

高
知
の
は
り
ま
や
橋
で

ヨ
イ
ヤ
サ
ノ　

サ
ノ
サ
ノ

坊
さ
ん
か
ん
ざ
し
買
う
を
み
た　

ソ
レ

よ
さ
こ
い　

よ
さ
こ
い　

ホ
イ
ホ
イ

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
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成
長
し
て
き
た
。

　

毎
年
８
月
９
日
に
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、10
日
・
11
日
・

12
日
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
踊
り
の

会
場
と
な
る
追
手
筋
や
帯
屋
町
ア
ー
ケ
ー
ド
、
中
央

公
園
な
ど
で
は
、
約
２
０
０
チ
ー
ム
、
１
万
８
０
０
０
人

の
踊
り
子
が
衣
装
や
踊
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
地
方

車
を
華
や
か
に
飾
り
付
け
、
高
知
の
ま
ち
を
よ
さ
こ

い
一
色
に
染
め
上
げ
る
。

　

最
終
日
の
12
日
に
開
催
さ
れ
る
「
よ
さ
こ
い
全
国

大
会
」
は
、
全
国
の
「
よ
さ
こ
い
人
」
の
交
流
を
目

的
に
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
集
結
し
た
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
の
地
域

色
豊
か
な
踊
り
と
、
10
日
・
11
日
の
よ
さ
こ
い
祭
り

本
番
で
受
賞
し
た
チ
ー
ム
と
の
競
演
は
、
本
場
高
知

で
開
催
さ
れ
る
よ
さ
こ
い
祭
り
な
ら
で
は
の
見
ど
こ

ろ
で
も
あ
る
。

よさこい

豆 ち し
き

　鳴子を持って踊るのは、よさこい鳴
子踊りの数少ないルールの一つ。 色

や形に工夫を凝らしたものもあり、初
めて踊る観光客の方も、鳴子を振れば自
然とリズムに乗れる。 鳴子を使って踊

る祭りは、 今や全国200カ所以上で行わ
れている。

naruko鳴 子

　民謡「よさこい節」をもとに誕生したよ
さこい鳴子踊り。 当初は、 浴衣と下駄の
盆踊り風が主流だったが、 今では正調よ
さこい節からサンバ・ ロック・ ジャズ・
レゲエなど、無数のアレンジがある。各
チームのさまざまな踊りと衣装は、 よ
さこいの大きな魅力となっている。

dance＆costume
踊

衣
とり
装

　列を組んで踊る踊り子の前をゆっくり
と進む地方車は、いわばお祭りの

「やぐら」であり、車の上はよ
さこいのライブステージとな
る。 さまざまな飾り付けは各
チームの腕の見せどころであ

る。

jikatasya地 方 車

　本場高知の「よさこい祭
り」の歴史や魅力を発信する

「高知よさこい情報交流館」
が、2013（平成25）年4月に
オープン。

　迫力ある150インチの大型スクリーンでよさこいの歴史
を上映するほか、実際に鳴子を手にして踊りを楽しむこ
とができるよさこい体験コーナーなど魅力満載。

● 10：00～18：30開館時間
● 水曜日、12月29日～1月1日休館日
● 無料入場料
● はりまや橋から東へ徒歩3分アクセス

高知よさこい情報交流館
高知市はりまや町1-10-1

ヨッチョレ

ヨッチョレ
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高知市の概要

　毎年3月上旬に開催される南国土佐皿鉢祭は、皿鉢料理や活け造りの
ほか、和洋中あわせたさまざまな料理が展示される。
　職人が丹精込めて造り上げたダイナミックかつ繊細な作品は、まさに
芸術品で一見の価値あり。また、カツオのたたきの試食、地酒の展示・
試飲などもあり、会場はたくさんの人でにぎわう。

催
４Part

ＥＶＥＮＴ　Ｏ F　ＫＯＣＨＩ

高知の

　平成19年度から始まった、春の高知城を彩るイベント「高知城花回廊」。毎年4月
初旬に開催され、生け花の大作や土佐和紙の灯籠などを設置して高知城全体を花と
灯りで彩っている。
　また、琴や尺八、笛などを中心にした「和」のステージもあり、桜舞う幻想的な宵
の高知城を楽しむことができる。

高知城花回廊4月

3月

　ゴールデンウイーク期間中の5月3日～5
日に開催される「こうち春花まつり」。 会
場となる中央公園は、 マリーゴールドや
サルビアなど約４万鉢の色鮮やかな花々
で彩られ、地場産品や軽食などの販売コー
ナーも立ち並ぶ。 ステージの上ではよさ
こい鳴子踊りや歌謡ショーなどの催しも
開催され、多くの家族連れでにぎわう。

こうち春花まつり5月

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

　
カ
レ
ン
ダ
ー

　
カ
レ
ン
ダ
ー

イ
ベ
ン
ト

　
カ
レ
ン
ダ
ー

南国土佐皿鉢祭
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納涼花火大会

　よさこい祭りに合わせて毎年開催され
る納涼花火大会。全長約650メートルのナ
イアガラやスターマイン、 文字仕掛け花
火など約4,000発が打ち上げられる。高低
差のある3カ所から打ち上げられる花火の
立体感と、 周りの山々に響き渡る音の臨
場感は格別で、 高知の夏の夜空を華やか
に彩る。

8月

　坂本龍馬の誕生日であり命日でも
ある11月15日前後に開催されている。
　坂本龍馬銅像が立つ桂浜でも多彩
なイベントが行われ、中でも目玉は「龍
馬に大接近」。 高さ13.5メートルの龍
馬銅像と同じ目線で眺める雄大な太
平洋はまさに絶景。また、上町の龍馬
誕生地記念碑前では龍馬の誕生祭な
どが行われ、隣接する升形商店街では、
バースデーケーキの点火式やよさこ
い鳴子踊りなども開催されている。

まんさい

　まんが王国・ 土佐を代表する秋の一大
イベント「こうちまんがフェスティバル」

（まんさい）は、 見て・ 描いて・ 遊べる、
まんが・ アニメの祭典。11月3日の「まん
がの日」にちなみ、11月上旬の週末に高知
市文化プラザかるぽーとなどで開催され
ている。まんがグッズ作りからコスプレ、
アニソンライブ、 そして有名まんが家や
声優ら豪華ゲストによるイベントまで、
子 ど も か ら 大 人 ま で 楽 し め る バ ラ エ
ティー豊かなイベントが満載である。

11月

高知城 冬のきらめき

南国土佐皿鉢祭
土佐のおきゃく
龍馬脱藩祭

高知城花回廊
神田（どろんこ）祭り
龍馬に大接近

こうち春花まつり
長宗我部まつり
あじさいまつり

あじさいまつり

まんが甲子園
納涼花火大会
よさこい祭り

土佐の豊穣祭
ふるさとまつり
龍馬に大接近

菊まつり
大利の太刀踊り
まんさい
龍馬まつり
龍馬生誕祭

土佐の宵まつり

桂浜観月会

嫁石梅まつり
高知龍馬マラソン2月

3月

5月

4月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

龍馬まつり

年間予定
11月
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　“月の名所は桂浜…” とよさこい節
にも歌われ、 高知を代表する名所の
一つとして知られる桂浜。 龍頭岬と
龍王岬の間の砂浜が弓状に広がり、
緑深い松林と五色の小石、 紺碧の太
平洋が調和して箱庭のような風情が
あります。
　裏山の浦戸城跡は、 戦国の昔、 長

宗我部元親の居城として四国統一の中心となったところです。
　また、山頂には国民宿舎桂浜荘や坂本龍馬記念館などもあり、高知市のメジャーな観光スポッ
トとして、多くの観光客でにぎわいます。

　景勝・桂浜の浜辺に建つ80年以上の歴史ある水族館で
す。高知県を代表する巨大魚 “アカメ” をはじめ、土佐湾
に生息する海水魚やペンギン、 アザラシ、 カワウソなど
を飼育。 アシカやイルカのショーはもちろん、 ふれあい
イベントがいっぱいです。

　全国的に有名な坂本龍馬銅像は、桂浜の龍頭岬にあります。
この銅像は、 薩長連合に尽力し、 新政府の基本政策ともなる
船中八策を草した龍馬を慕う多数の青年たちが、1928（昭和3）
年、全県下を募金行脚し建立したものです。
　土佐海援隊を率い、 遠い外国に思いをはせていた維新の英
雄・ 坂本龍馬は、 今も変わらずここ桂浜ではるか太平洋を見
据えています。

桂　浜

桂浜水族館

高
知
散
歩

ぶ

歩

り

ら

き

旅

鏡　川

　鏡川上流域には「県民の森」として親しまれている工石山があ
ります。登山口から1時間半ほどで手軽に登ることができ、アケ
ボノツツジが可憐に咲く春、シャクナゲが花開く初夏、森が色づ
く秋など、季節それぞれに多くのハイカーが訪れます。
　土佐山にある「オーベルジュ土佐山」は、県産の杉や土佐漆喰、
土佐和紙などをふんだんに使った落ち着きのある公共の宿で、忙しい日常から離れて “ほっ” とくつろぐ
のに最適の場所。地元では梅まつりやホタル祭りなども行われ、催しの期間中はたくさんの人でにぎわ
います。

　その昔、龍馬も泳いだといわれる鏡川—
流れる水の美しさに、 土佐藩の5代藩主山内
豊房が「我が影を映すこと鏡の如し」と、その
清流をたたえて名付けたことでも有名です。
　高知市のシンボル鏡川は、源流域から河口
までの流域全体が一つの市内に含まれている
全国的にも珍しい河川です。現在でもアユの
遡上が見られることや、最下流部では高知県
と宮崎県にしか生息していないとされている
アカメの生息が確認されるなど、 豊かな生態
系を有しています。
　また、 都市部を流れる川でありながら飲料
水として取水できるほどきれいな水質を保ち、
2008（平成 20）年には環境省から「平成の名水
百選」に選定されています。

源流域

坂本龍馬銅像

森
・
里
・
海

│
。

今
な
お
残
る
た
く
さ
ん
の
自
然
の
中
で

身
近
に
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
高
知
。

南
国
の
ま
ぶ
し
い
日
差
し
を
浴
び
て

気
の
向
く
ま
ま

高
知
の
ま
ち
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高知市浦戸 778　☎ 088-841-2437DATA

工石山

オーベルジュ土佐山

山姥の滝

鏡川（下流域）

樽の滝 平家の滝
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わんぱーくこうち

路面電車の走るまち

　ライオンをはじめ約 90種類の動物
がいるアニマルランド、 観覧車や遊
具で遊べるプレイランド、アスレチッ
クを設置した水辺散策広場など、 園
内は池を囲むように７つのゾーンに
分かれています。 冒険心をかきたて
られる自然いっぱいの施設で、 子ど
もたちがのびのび遊べる公園です。

　1904（明治 37）年 5月 2日、全国で10番目、四国では最初の市街電車として高知のまちに電車が
走りました。以来、明治・大正・昭和・平成と、時代を経ても変わらず身近な公共交通として市
民に親しまれ、平成26年には開通110周年を迎えました。
　全国的に路面電車が次々と姿を消し、 路面電車の走る風景が珍しいものとなりつつある中で、
高知では今もなお日常の風景に電車が自然と溶け込んでいます。

とさでん交通株式会社

高知市桟橋通 6-9-1
☎ 088-834-1890

高知市桟橋通 4-12-7　☎ 088-833-7121

DATA

DATA

高知県立牧野植物園高知市文化プラザ かるぽーと

　高知が生んだ「日本の植物分類学の父」牧野富太郎博
士の業績を顕彰するため、1958（昭和 33）年 4月に高知
市の五台山に開園しました。
　起伏を活かした約 6ヘクタールの園地では、博士ゆか
りの野生植物など約 3,000種類が四季を彩り、自然の中
で植物に出会う喜びを感じることができます。
　1999（平成11）年には植物に関する教育普及と研究の
拠点となる「牧野富太郎記念館」を新設。また、2008（平
成20）年、東アジアの伝統園芸植物を観賞できる「50周
年記念庭園」や、2010（平成 22）年に温室もリニューア
ルし、 植物園の役割である保存・ 研究・ 教育普及・ 憩
いの場の全てを備えた総合植物園として歩み続けてい
ます。

　市民の文化創造と生涯学習の拠点として、 高知市の
文化を創造・発信する複合文化施設です。
　大・ 小のホールや市民
ギャラリー、 中央公民館、

『フクちゃん』で知られる
横山隆一さんの多彩な作
品の展示や入場無料のま
んがライブラリーも備え

る「横山隆一記念まんが館」などがあり、広く市民に親
しまれています。

高知市五台山 4200-6　☎ 088-882-2601高知市九反田 2-1　☎ 088-883-5011 DATADATA

　毎週日曜日になると、高知城下の東方面には全国的にも有名な「日曜市」が開催され
ています。また、帯屋町アーケード西入り口には「ひろめ市場」があり、食事や買い物
を楽しむ人々でにぎわいます。
　高知駅から電車通りを南へ行くと、よさこい節で歌われる「はりまや橋」があります。
　今から160年ほど前、五台山竹林寺の僧・純信と、恋人のお馬の恋の情熱は、二人
を讃岐の国へ駆け落ちさせました。“土佐の高知のはりまや橋で、坊さんかんざし買う
を見た…”　時は移り、街のたたずまい、人の姿は変わりましたが、この橋をめぐる恋

の物語は今も語り継がれています。
　はりまや橋は、1998（平成 10）年に純信お馬のモニュメントやからくり時計のほか、川のせせらぎを再現するなど、
はりまや橋公園として再整備され、2012（平成24）年には公園東側にペギー葉山さんのヒット曲『南国土佐を後にして』
の歌碑や親子鯨なども建てられました。

　高知城は、関ヶ原の合戦の後、山内一豊が土佐の領主として
1601（慶長 6）年に入国し、大高坂山にその居城として築城され
ました。1727（享保 12）年の大火でほとんど焼失しましたが、
1753（宝暦 3）年に創建当時の姿のまま再建されました。全国で
も数少ない古城の一つで国の重要文化財に指定されています。
　まちの中央に位置し、白亜の天守閣からは眼下に広がる高知
市街と四方の眺望を楽しむことができます。城内には重要文化
財として指定されている天守や懐徳館（本丸御殿）、追手門など
のほか、板垣退助の銅像、山内一豊公夫人・千代の像などがあり、
また周辺の高知公園には県立文学館や県立図書館、山内一豊公
の銅像も建立されています。

日曜市・ひろめ市場・はりまや橋

高知城かいわい 高 知 城

はりまや橋

ひろめ市場
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昭和28年ごろの市民図書館 大正9年に改築された高知市庁舎
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１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年       

  
 

                 

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年        

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年        

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年        
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市制100周年記念パレード 前年に落成した本庁舎前でのよさこ
い祭り（昭和34年）

消
防
局
総
合
庁
舎
完
成

中
央
卸
売
市
場
が
弘
化
台
に
移
転
開
場

高
知
市
民
憲
章
制
定

台
風
10
号
が
高
知
市
を
直
撃
し
甚
大
な
被
害
が
発
生

青
年
セ
ン
タ
ー
完
成

総
合
老
人
福
祉
施
設
「
福
寿
園
」
開
園

大
津
村
、
介
良
村
と
合
併

浦
戸
大
橋
開
通

清
掃
公
社
設
立
（
平
成
３
年
環
境
事
業
公
社
に
改
称
）

高
知
市
庁
舎
（
南
別
館
）
完
成

台
風
17
号
来
襲
、
市
長
は
非
常
事
態
を
宣
言

中
央
公
民
館
開
館
（
県
民
文
化
ホ
ー
ル
と
併
設
）

清
掃
車
庫
・
事
務
所
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
開
所

針
木
浄
水
場
完
成

市
の
鳥
「
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
」
決
定

宇
賀
清
掃
工
場
完
成

潮
江
市
民
図
書
館
完
成
（
子
ど
も
科
学
図
書
館
併
設
）

潮
江
下
水
処
理
場
完
成

下
知
下
水
処
理
場
完
成

84
高
知
黒
潮
博
覧
会
開
催

東
部
環
境
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
施
設
）
完
成

新
競
馬
場
完
成

高
知
市
庁
舎
（
第
二
庁
舎
）
完
成

中
華
人
民
共
和
国
蕪
湖
市
と
友
好
都
市
提
携

北
見
市
と
姉
妹
都
市
提
携

行
政
情
報
公
開
条
例
を
制
定

瀬
戸
下
水
処
理
場
完
成

中
央
公
園
地
下
駐
車
場
完
成

市
制
１
０
０
周
年
記
念
式
典
開
催

鏡
川
清
流
保
全
条
例
を
制
定

斎
場
完
成

自
由
民
権
記
念
館
完
成

東
部
野
球
場
完
成

街
路
市
開
設
３
０
０
周
年

’

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年        

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年        

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年        

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年         

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年       

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年        

        

    １
９
７
９
（
昭
和
54
）
年        

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年       

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年        

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年       

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年        

１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年      

  
 

                

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年       

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年        

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年      

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年        

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年    

龍
馬
の
生
ま
れ
た
ま
ち
記
念
館
開
館

高
知
市
市
民
意
見
提
出
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
制
度
開
始

鏡
村
、
土
佐
山
村
と
合
併

市
民
病
院
閉
院

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院

青
年
セ
ン
タ
ー
・
教
育
研
究
所
複
合
施
設
「
ア
ス
パ
ル
こ
う
ち
」
完
成

土
佐
二
十
四
万
石
博
開
催　

西
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

エ
コ
・
パ
ー
ク
宇
賀
完
成

春
野
町
と
合
併

Ｊ
Ｒ
四
国
高
知
駅
高
架
化
、
新
駅
舎
開
業

花
・
人
・
土
佐
で
あ
い
博
開
催

鏡
川
が
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
る

江
ノ
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
館

土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
開
催

総
合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
完
成

高
知
市
庁
舎
（
た
か
じ
ょ
う
西
庁
舎
）
開
館

中
央
卸
売
市
場
開
設
80
周
年

志
国
高
知 

龍
馬
ふ
る
さ
と
博
開
催

歩
き
た
ば
こ
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
を
制
定

暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定

御
畳
瀬
小
学
校
閉
校

大
韓
民
国
木
浦
市
と
友
好
都
市
提
携 

第
１
回
高
知
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン
開
催

新
堀
・
追
手
前
小
学
校
が
閉
校
し
、
は
り
ま
や
橋
小
学
校
開
校

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
開
催

高
知
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

台
風
12
・
11
号
来
襲
、
市
内
全
戸
に
避
難
勧
告
発
令

土
佐
山
学
舎
（
小
中
一
貫
教
育
校
）
開
校

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転

南
消
防
署
南
部
分
署
開
署

市
役
所
本
庁
舎
が
閉
庁
し
、
丸
ノ
内
・
本
町
仮
庁
舎
へ
移
転

市
民
図
書
館
本
館
・
点
字
図
書
館
が
閉
館
し
、
仮
設
図
書
館
へ
移
転

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年

　

 ２
０
０
６
（
平
成
18
）
年

　

 　２
０
０
７
（
平
成
19
）
年

　
　
　

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年

　
　２

０
０
９
（
平
成
21
）
年

　
　
　

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

　
　
　

 

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

 　
　
　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

平成10年の集中豪雨で浸水した高知
市東部の様子

インドネシア共和国スラバヤ市での
姉妹都市調印式
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